	きょうはサンフランシスコ条約・旧日米安保条約調印６０周年


　　　　　　　　

　　　　

　　　　　　　　

今日、９月８日は、サンフランシスコ「講和条約」と旧日米安保条約が調印（１９５１年）され、日本が「安保の鎖」にがっちり縛りつけられて、ちょうど６０年という節目の日にあたります。
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《サンフランシスコ


講和条約》


第二次世界大戦の講和条約である「サンフランシスコ平和条約」により日本はかたちの上では「独立」しましたが、第３条によって沖縄がひき続き米軍の軍政下に置


かれることになりました。





《旧日米安保条約》


旧安保条約は、「冷戦構造」のもとで、米軍が占領基地を維持して日本を米ソ軍事対決の砦とすることをめざすものでした。








《ドイツは基地を縮小》


世界で最も米軍基地を受け入れていたドイツでも、１９８０年代以降、米軍基地面積を約２分の１に縮小し、在独米軍兵士も２５万人から今では５万人に削減しています。





《日本は基地に手をつけず》


旧安保条約で米軍の占領基地を受け入れ、その後、新安保条約で米軍基地を恒久化しました。


そして自衛隊を増強し、「冷戦」が終了しても、在日米軍基地の縮小も日米地位協定の見直しも行わずにきました。








　《民主党政権も沖縄の民意無視》


民主党政権は０９年総選挙で、世界一危険な普天間基地の「移設」は、「国外、最低でも県外」（鳩山元首相）と公約しましたが、昨年５月には米国と再び辺野古（沖縄・名護市）に新基地をつくる、今年の８月にはまたしても沖縄県民の「県外移設」の総意に反して辺野古にＶ字型基地をつくる「日米合意」を強行しました。








《日本も世界の平和の流れに合流しよう》


「冷戦構造」が９０年代はじめに崩壊したこともあり、特に２１世紀に入ってからは、世界の政治の流れは、軍事同盟をなくし、基地撤去の方向にむかっています。


アジアには現在２３カ国がありますが、現在も軍事同盟に参加し、外国の基地を置いているのは、日本と韓国だけです。


日本が軍事同盟である安保条約を廃棄して、北東アジアで東南アジア友好協力条約（ＴＡＣ）のような平和共同体をめざす外交にふみだせば、アジアの平和は大きく前進することになります。
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